
１．ＤＭＡＴ、医療支援チームの派遣

２．教職員・学生ボランティアの派遣

３．義援金募集

４．被災大学の学生・教職員支援、被災者への支援

５．研究活動、報告会・シンポジウム等の開催

　開催した。

６．その他

※支援活動状況等については、香川大学ホームページにて公開しております。

http://www.kagawa-u.ac.jp/information/others/kumamoto/

▼ 熊本地震に係る支援活動の概要

香川大学

・4月16日から4月18日まで、のべ5名を派遣し、山鹿市役所、熊本市阿蘇医療センターにて支援活動を行う。

活動先 派遣期間 派遣人数

山鹿市役所、熊
本市阿蘇医療セ
ンター

4月１６日～4月１８日 ５名（医師１名・看護師２名・薬剤師１名・事務１名）

派遣先 派遣期間 業務 派遣人数

熊本大学 ７月１１日～７月１５日 災害復旧に向けた書類作成 技術職員１名

熊本県益城町 ７月１５日～７月１７日

子どもたちや益城町の方
との交流、清掃活動・瓦
礫整理、炊き出し、かぼ
ちゃ畑での農業ボラン
ティア等

学生１８名・教員２名

寄附先 募集期間 団体

日本赤十字社 ４月１９日～５月９日 教職員

日本赤十字社 ４月２０日～４月２８日 熊本大学生・香川大学生

・４月２５日～２７日、工学部井面教授、高橋助教、地域強靱化研究センター磯打特命准教授、

　高橋技術補佐員が熊本市内の大学へ被災地学生の教育研究支援を目的に先遣調査を実施し、

・香川県近辺に避難している法科大学院今年度修了者が連合法務研究科法務修習生自習室を

　利用可能にした。（平成２８年５月６日～平成２９年３月３１日まで）

・学生プロジェクト（直島地域活性化プロジェクト、小豆島SAKATEプロジェクト、さかいで

　沙弥島プロジェクト）のカフェでの売り上げの一部を義援金として寄附した。

　４月２９日～５月１日、工学部長谷川教授、山中教授、野々村准教授が被災地での家屋被害や

　地盤変動、避難所、災害廃棄物受入状況等の調査を行った。それらの活動を５月１９日の

　「第１回熊本地震報告会」において報告した。

・８月７日、今後の地区防災計画制度等を通じた地域住民や企業による地域防災力強化の在り方

　を検討するため、「熊本地震を踏まえた地域防災力強化の在り方 in 高松」シンポジウムを

益城町でのボランティア活動の様子 第１回熊本地震報告会 DMAT派遣


